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【公開講座報告】 

2020 年度公開講座開催報告 

 

潮田ひとみ 

 

東京家政大学家政学部 

 

１．公開講座を振り返る 

被服衛生学部会では、1997 年度から 2～3 年に

1 度、公開講座を開催し、部会員などによる最新

の知見を、一般に向けて公開してきている。2020

年度は第 10回目となるため、公開講座を簡単に振

り返ってみたい。過去 10回までの開催時期とタイ

トルを表 1に示す。当初、科学研究費研究成果公

開促進費による採択が続いたが、申請区分の変更

により、公開促進費としての申請は難しくなった。

そのため、近年は、親学会である家政学会に活動

助成を申請し、公開講座を実施してきている。活

動助成申請は、前年度内に申請する。また、申請

内容に基づき、その申請金額と内容の一部につい

て受理されるため、申請内容については、企画委

員による引継ぎが重要と思われる。 

第 4回については、第 3回までの内容にプラス

する形で、「衣服と健康の科学」を出版したため、

その本の出版記念を兼ねて開催した。 

回 日時 タイトル 場所

第１回 平成9年3月25日 衣服と人間の健康 東京 科研

第２回 平成11年3月19日 衣服と健康の科学、最前線 大阪 科研

第３回 平成13年3月24日
衣服と健康の科学、最前線
あなたの健康を守る衣服

名古屋 科研

第４回 平成15年3月28日
衣服と健康の科学、最前線
21世紀の健康衣生活を求めて

神戸

第５回 平成17年3月19日
衣服と健康の科学最前線
衣服の働きと新素材の性質

富山 科研

第６回 平成25年3月16日
衣服と健康の科学最前線
ここまでできる、衣服の力を考える

神戸 科研

第７回 平成26年11月29日
衣服と健康の科学、最前線
健康を支える衣生活

東京

第８回 平成28年12月3日
衣服と健康の科学、最前線
シニアの健康を支える衣生活

名古屋

第９回 平成31年3月19日
衣服と健康の科学、最前線
シニアの健康・快適な衣生活支援にお
ける被服衛生学的アプローチ

東京

第１０回 令和3年3月7日
衣服と健康の科学、最前線
加齢に伴う私たちの変化と適応の方法

東京
（オンライン）

表１　被服衛生学部会公開講座開催一覧

 

２．第 10 回公開講座の実施 

第 10 回被服衛生学部会公開講座は「衣服と健

康の科学、最前線－加齢に伴う私たちの変化と適

応の方法－」をテーマとして、2021年 3月7日（日）

に開催した。コロナ禍による授業の実施も難しい

状況であったため、実施の有無についても検討し

たが、オンライン開催とすることが 2020 年衛生学

部会役員会・総会にて決議されたため、セミナー、

講演会、年次大会等、学会活動の休止が続く中で、

早い段階で活動を再開できたと考えている。 

会議の開催方法としては、まだ家政学会の ZOOM

レンタル契約前であったため、Webex を用いたオ

ンラインセミナーを開催することとした。Webex

をオンライン会議ツールとして使用している人は

少ないため、事前の接続テストは必須となり、実

施日の 3日前から講師や参加者に対し、接続テス

トを実施して臨んだ。事前参加申し込み者の内訳

は、家政学会員 42名、非学会員 7名、総計 49名

である。Webex の記録からは約 60名の参加者があ

った。 

 

３．第 10 回公開講座の内容 

早稲田大学人間学術院教授 永島計先生によ

る「加齢に伴う体温調節能・体液の変化や特性」

というタイトルで、解説講演が行われた。 

被服衛生学の分野では、「汗腺から拍出される

汗が蒸発する際に、皮膚から気化熱を奪うために

体温が低下すること」については既知の知識では

あるが、その汗腺からの汗の拍出が何に起因する

ものであるのかについては考えたこともなかった

（と思われる）が、この現象が、体液バランスに

よるものであるといった、体液面からの変化の様

子や特性の解説は非常に有益であった。また、筋

肉や褐色脂肪細胞が加齢に及ぼす影響や運動によ

る効果について最新の知見を得ることができた。 

次に、部会員による、加齢に伴う私たちの変化

に関する 2 講演が行われた。共立女子大学教授 

丸田直美先生による「加齢に伴う身体特性の変化」

では、身体特性の変化については、加齢に伴うサ

イズ変化や加齢に伴う皮膚や脂肪厚の変化につい

て解説がなされた。また、高崎健康福祉大学教授 

内田幸子先生による「加齢に伴う諸感覚の変化」

については、全身の温冷覚閾値が加齢に伴って鈍

化すること、身体末端部から鈍化していくことが

説明された。 
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いずれの講演に対しても活発な質疑応答がな

され、これらの講演の内容を基にした高齢者の冬

季・夏季の衣服の選び方に関する知見や、衣服に

展開する場合のアイディアなどが参加者に提供で

きたものと考えている。 

 

４．第 10 回公開講座のアンケート結果 

 講座終了後、退室時にアンケートに回答してい

ただいた。その結果を紹介する。参加者のオンラ

イン開催セミナーへの参加回数としては、図 1の

ように 2～4回目のものが半数であり、接続のしや

すさは 59％が普通であると回答した。 

 

図 1 参加者のウエブセミナー参加回数 

 

また、講演内容全体の難易度については、図 2

のように普通と回答したものが 76％、容易と回答

したものが 17％であった。 

 
図 2 講演内容全体の難易度 

 

 1997 年度から部会の主な活動として実施して

きている公開講座であるが、部会員の参加状況を 

 

確認するために、公開講座への参加回数について

尋ねたところ、図 3のように 4分の１が初参加、

約 6割が 4回以上の参加であった。今後も「衣服

と健康の科学、最前線」を継続し、新たな参加者

とリピーターのいずれにも、満足していただける

ような企画を考えていかなければならないと実感

できる結果であった。 

 

図 3 被服衛生学部会公開講座参加回数 

 

自由記述からは、参加者の、オンラインセミナ

ーに参加できる喜び、新しいことを学ぶことの楽

しさが伝わり、改めて公開講座の意義について考

える機会となったように思う。 

 

５．終わりに 

オンライン開催となったため、接続テスト等を

何度か繰り返し、当日に臨むこととなったが、従

来の主たる参加者であった家政学会会員・被服衛

生学部会会員だけでなく、海外からの参加や日本

全国からの参加もあり、今後のオンラインセミナ

ー開催の可能性や方向性が感じられる公開講座と

なった。 

講師の先生方、実施担当の企画担当幹事の先生

方には、お忙しいところ、無理なお願いにも快く

対応してくださり、大変お世話になりました。こ

こに記して、深謝申し上げます。 

 

＜連絡先＞ 

〒173-8602 東京都板橋区加賀 1-18-1 

東京家政大学家政学部服飾美術学科 潮田ひとみ 

TEL・FAX：03-3961-8568  

E メール：ushioda-h@tokyo-kasei.ac.jp  

 


